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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　設定された変調方式でデータを変調波に変換して送信する送信器と、
　送られてくる変調波を受信し、設定された変調方式に基づいて元のデータに変換する受
信器と、
　前記受信器により受信された信号に基づいてその伝送路の品質を判定する判定手段と、
　前記判定手段により前記伝送路の品質劣化が始まったことが検知されたときに、前記変
調方式を予め設定された複数の異なる変調方式の中で最も外乱に対して強い変調方式に切
り替えた後に前記伝送路の品質に応じた変調方式に切り替える変調方式切り替え手段とを
有することを特徴とする無線通信装置。
【請求項２】
　前記変調方式切り替え手段は、前記最も外乱に対して強い変調方式として、変調多値数
が最も小さい変調方式に切り替えることを特徴とする請求項１記載の無線通信装置。
【請求項３】
　前記変調方式切り替え手段は、前記最も外乱に対して強い変調方式として、伝送帯域が
最も狭い変調方式に切り替えることを特徴とする請求項１記載の無線通信装置。
【請求項４】
　前記変調方式切り替え手段は、前記最も外乱に対して強い変調方式として、変調多値数
が最も小さく、かつ、伝送帯域が最も狭い変調方式に切り替えることを特徴とする請求項
１記載の無線通信装置。
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【請求項５】
　前記変調方式切り替え手段は、第１の制御信号により前記受信器に設定する変調方式を
切り替えると共に、第２の制御信号を前記送信器を介して他の無線通信装置に送信しその
変調方式を切り替えることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の無線通信
装置。
【請求項６】
　設定された変調方式でデータを変調波に変換して送信する送信器と、
　送られてくる変調波を受信し、設定された変調方式に基づいて元のデータに変換する受
信器とを有する無線通信装置の変調方式切り替え方法であって、
　前記受信器により受信された信号に基づいてその伝送路の品質を判定する判定ステップ
と、
　前記伝送路の品質劣化が始まったことが検知されたときに、前記変調方式を予め設定さ
れた複数の異なる変調方式の中で最も外乱に対して強い変調方式に切り替えた後に前記伝
送路の品質に応じた変調方式に切り替える変調方式切り替えステップとを有することを特
徴とする変調方式切り替え方法。
【請求項７】
　前記変調方式切り替えステップは、前記最も外乱に対して強い変調方式として、変調多
値数が最も小さい変調方式に切り替えることを特徴とする請求項６記載の変調方式切り替
え方法。
【請求項８】
　前記変調方式切り替えステップは、前記最も外乱に対して強い変調方式として、伝送帯
域が最も狭い変調方式に切り替えることを特徴とする請求項６記載の変調方式切り替え方
法。
【請求項９】
　前記変調方式切り替えステップは、前記最も外乱に対して強い変調方式として、変調多
値数が最も小さく、かつ、伝送帯域が最も狭い変調方式に切り替えることを特徴とする請
求項６記載の変調方式切り替え方法。
【請求項１０】
　前記変調方式切り替えステップは、第１の制御信号により前記受信器の変調方式を切り
替えると共に、第２の制御信号を前記送信器を介して他の無線通信装置に送信しその変調
方式を切り替えることを特徴とする請求項６乃至９のいずれか１項に記載の変調方式切り
替え方法。
【請求項１１】
　設定された変調方式でデータを変調波に変換して送信する送信器と、
　送られてくる変調波を受信し、設定された変調方式に基づいて元のデータに変換する受
信器と、
　前記受信器により受信された信号に基づいてその伝送路の品質を判定する判定回路と、
　前記判定回路により前記伝送路の品質劣化が始まったことが検知されたときに、前記変
調方式を予め設定された複数の異なる変調方式の中で最も外乱に対して強い変調方式に切
り替えた後に前記伝送路の品質に応じた変調方式に切り替える制御部とを有することを特
徴とする無線通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［文献の引用］
　この出願は、２００６年６月２３日に出願された日本出願特願２００６－１７３８０７
号を基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
［技術分野］
　本発明は、無線通信装置及びその変調方式切り替え方法に係り、とくに無線通信装置の
変調方式を伝送路の品質に合わせて選択して切り替える方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　多値変調方式を用いたデジタル無線通信では、変調多値数が多くなるほど単位周波数あ
たりの情報伝送量は多くなるが、逆に伝送路中での擾乱には弱くなる。伝送路の品質があ
る一定のレベルよりも悪化したときには伝送誤りが増加し、やがて通信が切れることにな
るが、このような場合でも最低限の通信を確保したいという要求が出てきた。そこで、通
信路を監視し、通信路の品質劣化が検出されたときには変調多値数を下げて、品質の良い
最低限のビットレートの通信を確保し、伝送路の品質が良いときには変調多値数を大きく
して大容量の通信を可能にする適応変調方式による通信方式が考えられている。
【０００３】
　例えば、特許文献１の方式では、ある時点での伝送路の状態において、使用し得る変調
方式の中から一定の通信品質を保てるものを選択する制御が行われている。例えば、６４
ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）、１６ＱＡＭ、ＱＰＳＫ（Quadrature Phas
e Shift Keying）の３つの多値変調方式を例に挙げると、伝送路の品質が劣化しつつある
場合、まず６４ＱＡＭから１６ＱＡＭへ、さらに劣化すれば１６ＱＡＭからＱＰＳＫへと
切り替えられる。
【特許文献１】特開２００５－０１２６８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のように複数の変調方式の中から一定の品質を確保できる最もビットレートの大き
な変調方式を選択する適応変調では、一定の品質が保てないと判断されたときには、ビッ
トレートの低い変調方式に変更して通信品質の確保を行う。さらに伝送路の品質が劣化し
た場合、よりビットレートの低い変調方式に変更する。一般にビットレートが低いほど通
信品質確保に必要なＳ／Ｎが低くてよいため、通信路の状況に合わせて変調方式を変更す
ることによって、ビットレートの大きな変調方式では必要な通信品質が確保できないよう
な通信路の状況になっても、その状態で可能な限りの高品質な通信を確保することができ
る。
【０００５】
　ここで、通信路の状況が悪化しつつあり、変調方式を変更しようとするときには、送・
受信器間で変調方式を変更するということを事前に申し合わせておく必要があるため、伝
送路の品質が変化してから実際に変調方式が変更されるまでにはある時間を必要とする。
このため、フェージングや降雨による伝送路の品質悪化が発生して変調方式を変更する場
合、伝送路品質劣化の変化速度によっては、変調方式切り替えが完了した時点では伝送路
の劣化が進んで受信器での復調がうまく行われず、最低限の通信を確保するという目的で
変調方式を切り替えたにもかかわらず、通信が確保できないという状況が続く場合が考え
られる。
【０００６】
　本発明は、このような従来の事情を考慮してなされたもので、通信路の品質劣化時の変
調方式切り替え後に、より確実な通信路を確保することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明に係る無線通信装置は、設定された変調方式でデータ
を変調波に変換して送信する送信器と、送られてくる変調波を受信し、設定された変調方
式に基づいて元のデータに変換する受信器と、前記受信器により受信された信号に基づい
てその伝送路の品質を判定する受信品質判定手段と、前記受信品質判定手段により前記伝
送路の品質劣化が始まったことが検知されたときに、前記変調方式を予め設定された複数
の異なる変調方式の中で最も外乱に対して強い変調方式に切り替えた後に前記伝送路の品
質に応じた変調方式に切り替える変調方式切り替え手段とを有することを特徴とする。
【０００８】
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　本発明に係る変調方式切り替え方法は、設定された変調方式でデータを変調波に変換し
て送信する送信器と、送られてくる変調波を受信し、設定された変調方式に基づいて元の
データに変換する受信器とを有する無線通信装置の変調方式切り替え方法であって、前記
受信器により受信された信号に基づいてその伝送路の品質を判定する判定ステップと、前
記伝送路の品質劣化が始まったことが検知されたときに、前記変調方式を予め設定された
複数の異なる変調方式の中で最も外乱に対して強い変調方式に切り替えた後に前記伝送路
の品質に応じた変調方式に切り替える変調方式切り替えステップとを有することを特徴と
する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、通信路の品質劣化時の変調方式切り替え後に、より確実な通信路を確
保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施例に係るデジタル無線通信システムの全体構成を示すブロック図で
ある。
【図２】実施例の動作を説明する図である。
【図３】（ａ）は実施例のＱＰＳＫの受信信号点を示すコンスタレーション図、（ｂ）は
そのＩ軸方向の受信信号点の分布を示すグラフである。
【図４】（ａ）は本発明の変形例において、干渉を受けた変調波のスペクトラムを示すグ
ラフ、（ｂ）はフェージングの周波数特性を説明するグラフである。
【図５】周波数選択性フェージングの場合の周波数特性を説明するグラフである。
【符号の説明】
【００１１】
１ａ、１ｂ　送信器
２ａ、２ｂ　受信器
３ａ、３ｂ　受信品質判定回路
４ａ、４ｂ　変調方式制御部
５ａ、５ｂ　アンテナ
１００、２００　無線通信装置
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　次に、本発明に係る無線通信装置及びその変調方式切り替え方法の実施例について、図
面を参照して詳細に説明する。
【００１３】
　図１は、本実施例の構成を示す。図１に示す本実施例のデジタル無線通信システムは、
Ａ局を構成する無線通信装置１００と、Ｂ局を構成する無線通信装置２００が対向して配
置され、互いに双方向に通信を行っている。Ａ局の無線通信装置１００とＢ局の無線通信
装置２００は、それぞれ送信器１ａ、１ｂ、受信器２ａ、２、受信品質判定回路（本発明
の判定手段を成す）３ａ、３ｂ、変調方式制御部（本発明の変調方式切り替え手段を成す
）４ａ、４ｂ、及びアンテナ５ａ、５ｂを有している。
【００１４】
　上記の構成において、Ａ局からＢ局へのデータ伝送の場合、Ａ局の無線通信装置１００
に入力されたデータ（情報）は、送信器１ａによりＱＡＭ（Quadrature-Amplitude Modul
ation）方式の変調波に変換され、アンテナ５ａに供給される。アンテナ５ａから出力さ
れた変調波に対応する電波は、空間を伝播し、対向するＢ局の無線通信装置２００にて、
そのアンテナ５ｂで受けられる。アンテナ５ｂで受信された変調波は、受信器２ｂに供給
されて復調され、送信されたデータが再生されて出力される。Ｂ局からＡ局へのデータ伝
送も、上記と同様に、送信器１ｂ、アンテナ５ｂ、アンテナ５ａ、受信器２ａという経路
でデータが伝送されている。



(5) JP 4761232 B2 2011.8.31

10

20

30

40

50

【００１５】
　本実施例では、受信器２ａ、２ｂには、その内部に伝送された受信信号の情報（後述参
照）から伝送路の品質を判定する受信品質判定回路３ａ、３ｂが接続されている。この受
信品質判定回路３ａ、３ｂは、その受信信号の情報に基づいて常に通信品質の監視を行い
、そのときの通信品質に見合った変調方式を選択し、その指示信号Ｓ１ａ、Ｓ１ｂを変調
方式制御部４ａ、４ｂに送る。
【００１６】
　変調方式制御部４ａ、４ｂは、受信品質判定回路３ａ、３ｂで選択された変調方式に基
づいて自局の受信変調方式と対向局の送信変調方式を変更する制御を行うものであり、送
られた指示信号Ｓ１ａ、Ｓ１ｂに基づいて変調方式の変更を行うための制御信号Ｓ２ａ～
Ｓ４ａ、Ｓ２ｂ～Ｓ４ｂを生成し、自局の受信器２ａ、２ｂと、対向局の送信器１ａ、１
ｂとに送る。
【００１７】
　次に、図２及び図３を参照して、本実施例の動作について説明する。
【００１８】
　ここでは、本実施例で使用される変調方式が、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭの３
種類であるものとする。なお、本発明で適用される複数の異なる変調方式は、これらに限
定されず、他の変調方式でもよい。図２に本実施例での回線品質と変調方式の時間的な関
係を示す。
【００１９】
　まず、受信器２ａから伝送路の品質を反映する受信信号の情報が受信品質判定器３ａ、
３ｂに入力される。受信品質判定器３ａ、３ｂは、入力された受信信号の情報から伝送路
の品質を推定し、伝送データが一定の品質を保っているかどうかを判定する。伝送路の品
質は、たとえば受信データの誤り率や、受信信号点の分散などの情報から判断することが
できる。本実施例では、受信信号点の分散から通信路の状況を判定する方法を述べる。
【００２０】
　図３（ａ）及び（ｂ）は、一例として、ＱＰＳＫのコンスタレーションでの受信信号点
を示す。図３（ａ）は、受信器におけるＱＰＳＫの受信信号点であり、図３（ｂ）は、Ｉ
軸方向の受信信号点の分布を示している。熱雑音を考えたとき、この分布はガウス分布で
表され、受信信号の分布を測定することにより分布の広がり具合を表す標準偏差σを求め
ることができる。標準偏差σから受信器におけるＳ／Ｎを知ることができ、Ｓ／Ｎと誤り
率の関係は変調方式により決まっている。このため、標準偏差σを求めることによって通
信路の品質を測定することができる。
【００２１】
　ここで、伝送路の品質が十分良く安定している状況（図２の区間Ａ参照）を考える。こ
の場合、受信品質判定器３ａ、３ｂは、入力された受信信号の情報（例：受信信号点の分
散）から伝送路の品質を推定し、大きな多値数の変調方式を選択しても十分な品質が保た
れると判断し、その指示信号Ｓ１ａ、Ｓ１ｂを変調方式制御器４ａ、４ｂに送る。変調方
式制御器４ａ、４ｂは、その指示信号Ｓ１ａ、Ｓ１ｂに基づき、制御信号Ｓ２ａ～Ｓ４ａ
、Ｓ２ｂ～Ｓ４ｂを生成し、自局の受信器２ａ、２ｂおよび対向局の送信器１ａ、１ｂに
送る。これにより、自局の受信器２ａ、２ｂは、制御信号Ｓ３ａ、Ｓ３ｂに基づいて大き
な多値数の変調方式（本実施例では６４ＱＡＭ）に設定する。また、対向局の送信器１ａ
、１ｂは、制御信号Ｓ４ａ、Ｓ４ｂに基づいて、大きな多値数の変調方式（本実施例では
６４ＱＡＭ）に設定する。ここでの状況は、図２の例では区間Ａに対応する。
【００２２】
　一方、上記の状態から、降雨やフェージングなどが発生し、伝送路の品質が徐々に劣化
し始めた状況（図２の区間Ａの右端参照）を考える。この場合、受信品質判定器３ａ、３
ｂは、入力された受信信号の情報（例：受信信号点の分散）から伝送路の品質を推定し、
伝送データが一定の品質を保っているかどうかを判定する。その結果、受信品質判定器３
ａ、３ｂは、伝送路の状態が劣化し、現在の変調方式では一定の品質を保つことができな
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いと判断し、変調方式を最も外乱に対して強い、すなわち最も堅牢な方式（本実施例では
ＱＰＳＫ）に変更するための指示信号Ｓ１ａ、Ｓ１ｂを変調方式制御器４ａ、４ｂに送る
。
【００２３】
　ここでは、Ａ局からＢ局への通信路の品質が劣化した場合を想定する。この場合、Ｂ局
の変調方式制御器４ｂは、変調方式制御器４ｂからの指示信号Ｓ１ｂに基づき、変調方式
を最も堅牢な方式（ＱＰＳＫ）に切り替えるための制御信号Ｓ２ｂ、Ｓ３ｂを生成し、制
御信号Ｓ３ｂを自局の受信器２ｂに送る一方、制御信号Ｓ２ｂを自局の送信器１ｂとＡ局
の受信器２ａとを通じてＡ局の変調方式制御器４ａにこれから変更する変調方式を伝える
。その後、Ｂ局の受信器２ｂは、制御信号Ｓ３ｂに基づいて、変調方式を６４ＱＡＭから
最も堅牢な方式（ＱＰＳＫ）に切り替える。また、Ａ局の変調方式制御器４ａは、Ｂ局か
ら変調方式を変更するための制御信号Ｓ２ｂを受け取ると、制御信号Ｓ４ａを生成し、こ
れによりＡ局の送信器１ａにＢ局と同じ変調方式（ＱＰＳＫ）を設定する。ここでの状況
は、図２の例では区間Ｂに対応する。
【００２４】
　上記の変調方式変更後、Ｂ局の受信品質判定器３ｂでは、その変調方式（ＱＰＳＫ）に
おいて受信品質を再判定する。その結果、もっと多値数を上げても十分な品質が保たれる
と判定された場合には、受信品質判定器３ｂは、変調方式を最も堅牢な方式から多値数を
上げた方式（本実施例では１６ＱＡＭ）に変更するための指示信号Ｓ１ｂを変調方式制御
器４ｂに送る。以後、上記と同様の動作により、変調方式制御器４ｂは、指示信号Ｓ１ｂ
に基づき、変調方式を最も堅牢な方式から多値数を上げた方式（１６ＱＡＭ）に切り替え
るための制御信号Ｓ２ｂ、Ｓ３ｂを生成し、制御信号Ｓ３ｂを自局の受信器２ｂに送る一
方、制御信号Ｓ２ｂを自局の送信器１ｂとＡ局の受信器２ａとを通じてＡ局の変調方式制
御器４ａにこれから変更する変調方式を伝える。その後、Ｂ局の受信器２ｂは、制御信号
Ｓ３ｂに基づいて、変調方式をＱＰＳＫから１６ＱＡＭに切り替える。また、Ａ局の変調
方式制御器４ａは、Ｂ局から変調方式を変更するための制御信号Ｓ２ｂを受け取ると、制
御信号Ｓ４ａを生成し、これによりＡ局の送信器１ａにＢ局と同じ１６ＱＡＭを設定する
。ここでの状況は、図２の例では区間Ｃに対応する。
【００２５】
　さらに時間がたって伝送路の状態が改善した場合を考える。この場合、Ｂ局の受信品質
判定器３ｂでは、その変調方式（１６ＱＡＭ）において受信品質を再判定する。その結果
、もっと多値数を上げても６４ＱＡＭでも品質が保たれると判断された場合、受信品質判
定器３ｂは、変調方式を１６ＱＡＭから６４ＱＡＭに変更するための指示信号Ｓ１ｂを変
調方式制御器４ｂに送る。以後、上記と同様の動作により、変調方式制御器４ｂは、指示
信号Ｓ１ｂに基づき、変調方式を１６ＱＡＭから６４ＱＡＭに切り替えるための制御信号
Ｓ２ｂ、Ｓ３ｂを生成し、制御信号Ｓ３ｂを自局の受信器２ｂに送る一方、制御信号Ｓ２
ｂを自局の送信器１ｂとＡ局の受信器２ａとを通じてＡ局の変調方式制御器４ａにこれか
ら変更する変調方式を伝える。その後、Ｂ局の受信器２ｂは、制御信号Ｓ３ｂに基づいて
、変調方式を１６ＱＡＭから６４ＱＡＭに切り替える。また、Ａ局の変調方式制御器４ａ
は、Ｂ局から変調方式を変更するための制御信号Ｓ２ｂを受け取ると、制御信号Ｓ４ａを
生成し、これによりＡ局の送信器１ａにＢ局と同じ６４ＱＡＭを設定する。ここでの状況
は、図２の例では区間Ｄに対応する。
【００２６】
　以上のように本実施例では、伝送路の品質が劣化しつつあることが検知されたとき、ま
ず使用し得る変調方式の中から最も外乱に強く堅牢な変調方式に変更する。その後しばら
く目的の変調方式で一定の品質を保てることを確認してから目的の変調方式に移行する。
【００２７】
　ここで、伝送路の品質が劣化しつつあるとき、劣化がどこまで進むかはその時点ではわ
からない。従って劣化を検出して一段階下の変調方式に切り替えたとしても、切り替えが
完了した時点では既にその変調方式でも十分な品質を保てないほど伝送路品質の劣化が進
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んでいる場合が考えられる。図２の例では、６４ＱＡＭから最も堅牢な変調方式であるＱ
ＰＳＫではなく、その一段階下の変調方式である１６ＱＡＭに切り替える場合に対応する
。これは、前述した特許文献１の切り替え制御も同様である。また、変更後の変調方式に
おいて、受信器での再同期が不可能なほど劣化が進む場合も考えられる。これらの場合、
再び通信路が回復するまでに通信が長時間切れることになる。
【００２８】
　これを避けるため、本実施例では、伝送路品質の劣化が始まったことが検知されたら、
使用し得る変調方式の中から無条件で最も堅牢な変調方式に一度移行し、その変調方式の
モードで伝送路品質の監視を行う。この間も最低限の通信路は確保されている。監視の結
果、たとえば元の変調方式の一段下の変調方式で伝送品質が保たれることがわかった場合
、改めてその変調方式に切り替える。このようにすると、短時間に大きな伝送品質劣化が
起こったとしても通信が確保できる時間を増やすことができる。
【００２９】
　すなわち、本実施例では、適応変調方式を用いたデジタル無線通信システムにおいて、
変調方式を３種類以上の変調方式の中から伝送路の品質に合わせて選択する場合、伝送路
の品質が悪化して現在の変調方式からある変調方式に変更するときに、使用し得る変調方
式の中から無条件で最も擾乱に強い変調方式に一旦切り替え、その状態で品質を再判定し
た後目的の変調方式に切り替えるという手順をとっている。こうすることにより、変調方
式切り替え後により安定した通信路を確保することができる。
【００３０】
　次に、本実施例の効果について説明する。
【００３１】
　ＱＡＭ方式を用いる場合、４ＱＡＭ（ＱＰＳＫ）、１６ＱＡＭ、３２ＱＡＭ、６４ＱＡ
Ｍ、１２８ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ・・・とさまざまな多値数の変調方式が考えられる。多
値数が大きくなれば、単位周波数あたりの伝送可能な情報量は増えるが、信号点間隔が狭
くなることで、伝送路で発生する雑音や干渉で信号点の収束が悪くなることによる伝送誤
りが起こりやすくなる。
【００３２】
　また、多値ＱＡＭ方式を用いたデジタル無線通信方式では、一般に復調器でキャリア同
期やクロック同期を確立する必要があるが、一般的に多値数が大きくなるほど伝送路に擾
乱が発生した場合のキャリア同期やクロック同期の再確立が困難になる。たとえばキャリ
ア同期の場合、多値ＱＡＭのコンスタレーションにおいて、受信された信号点が、理想的
な位置からどちらにどれだけ離れているかという誤差情報を元に同期を確立する方法があ
る。この方法では、多値になるほど信号点間隔が狭くなることにより、擾乱を受けた受信
信号点が近隣の信号点の属する領域に入ってしまう確率が高くなる。こうなると誤った誤
差情報が出力されるために、同期の再確立が困難になったり、時間がかかったりするよう
になる。逆に言えば、変調多値数の小さい変調方式では信号点間隔が広いことから、伝送
路に擾乱が発生し且つ多値数の大きな変調方式では通信品質に問題があるような状態でも
、比較的容易に同期を確立し、通信路の確保を行うことができる。
【００３３】
　適応変調方式では、送信側と受信側の両方の変調方式を変更する必要があることから、
通常、変調方式切り替え前に変調方式の切り替えを行うことを事前に申し合わせておく必
要がある。これは対向局との通信の中で行われる。このため、切り替えを行う必要のある
状況になってから実際に切り替わるまでには、ある程度の時間が必要である。したがって
、その間に通信路の劣化がさらに進み、切り替え後の変調方式でも十分な品質が確保され
ない、もしくは再同期できない状況になることも考えられる。
【００３４】
　これに対し、本実施例では、このような状況に可能な限り対応するため、通信路の品質
が悪化してきたときには、使用できる変調方式の中から、擾乱に対して最も堅牢な変調方
式に切り替えることによって、通信路の品質劣化時の変調方式切り替え後に、より確実な
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通信路を確保することができる。
【００３５】
　従って、以上の理由により、適応変調方式を用いた無線通信において、通信路の品質が
劣化して変調方式を変更しようとするとき、一旦選択できる変調方式の中で最も堅牢な変
調方式に移行し、確実な伝送路を確保した後、再度伝送路の状態を確認して目的の変調方
式に切り替えることにより、擾乱の時間的変化の影響を抑え、また変調方式切り替え失敗
に伴う回線断時間を抑えることが可能となる。
【００３６】
　（変形例）
　なお、上記の実施例では、伝送路での擾乱に対する強度を決める要素として、変調多値
数を用いた場合を説明しているが、本発明にこれに限定されず、たとえば伝送帯域、すな
わちシンボル周波数（シンボルレート）も、伝送路での擾乱に対する強度を決める要素に
なる。
【００３７】
　たとえば、受信電界低下によるＳ／Ｎ劣化の場合、雑音は広帯域に一様に広がっている
が、信号成分については、電力が同じ場合には帯域が狭くなるほど単位周波数あたりの電
力密度は上昇するため、Ｓ／Ｎは良くなる。この様子を図５に示す。同図に示すように、
広帯域の場合は、伝送情報に影響を与える雑音の帯域も広いため、Ｓ／Ｎは悪くなる。ま
た、狭帯域の場合は、伝送情報の単位周波数あたりの電力密度が上昇するだけでなく、帯
域が狭いため伝送情報に影響を与える雑音の量も少ないためＳ／Ｎは良くなる。
【００３８】
　また、周波数選択性フェージングの場合、干渉波と主波の遅延差と位相差が決まると、
図４（ｂ）に示すように、周波数とフェージングによるノッチ状周波数特性（図４（ｂ）
は振幅の周波数特性）の形が決まる。このとき、図４（ａ）に示すように、伝送帯域（シ
ンボルレート）の異なる二つの変調波を考えた場合、シンボルレートが相対的に大きく帯
域の広い変調波が受けるノッチ深さがＡであるのに対して、シンボルレートが相対的に小
さく帯域の狭い変調波が受ける影響は、レベル変動分Ｂ０とノッチ深さＢというように考
えることができる。すなわち、伝送帯域が狭いほど、実効的なノッチ深さが浅くなる。ノ
ッチが浅い分だけフェージングにより発生する符号間干渉量は小さくなるため、受信信号
点の分散は小さく抑えられ、変調方式切り替え後の再同期には有利である。
【００３９】
　したがって、前述した変調多値数だけではなく、伝送帯域を狭くするということも、よ
り堅牢な通信路を確保するためには有効な方法である。伝送路の状態が悪化しはじめたと
きに、変調多値数の小さいもので、かつ、伝送帯域の狭い変調方式を選択することによっ
ても、切り替え失敗による回線断時間を抑えることができる。
【００４０】
　上記のように、変調方式制御部（変調方式切り替え手段）は、最も外乱に対して強い変
調方式として、変調多値数が最も小さい変調方式に切り替えてもよく、伝送帯域が最も狭
い変調方式に切り替えてもよく、変調多値数が最も小さく、かつ、伝送帯域が最も狭い変
調方式に切り替えてもよい。また、変調方式制御部は、第１の制御信号により受信器に設
定する変調方式を切り替えると共に、第２の制御信号を送信器を介して他の無線通信装置
に送信しその変調方式を切り替えてもよい。
【００４１】
　また、前述した実施例に係る無線通信装置を構成する各部の少なくとも一部の機能は、
プログラム制御で動作するプロセッサ（ＣＰＵ）と、制御プログラムや制御データ等を格
納する記憶領域を有する半導体メモリ（ＲＯＭ／ＲＡＭ）等のハードウェアを用いて実現
することが可能である。この場合、プロセッサ及びメモリ等の構成要素は、本発明の範疇
に含まれる。
【００４２】
　また、前述した実施例の無線通信装置を構成する各部の少なくとも一部の機能をプログ
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ラムコードを用いて実現する場合、かかるプログラムコード及びこれを記録する記録媒体
は、本発明の範疇に含まれる。この場合のプログラムコードは、オペレーティングシステ
ムや他のアプリケーションソフトウェア等と共同して上記機能が実現される場合は、それ
らのプログラムコードも含まれる。
【００４３】
　また、前述した実施例の受信品質判定回路（判定手段）及び変調方式制御部（変調方式
切り替え手段）のハードウェアおよびソフトウェア構成は、特に限定されるものではなく
、各々の機能を実現可能なものであれば、各々独立して回路又はユニットを構成するもの
でも、１つの回路又はユニット内に一体的に構成したものでも、いずれのものであっても
よい。あるいは、受信品質判定回路及び変調方式制御部は、受信器又は送信器内に一体的
に構成してもよい。
【００４４】
　以上、実施例を参照して本願発明を説明したが、本願発明は上記実施例に限定されるも
のではない。本願発明の構成や詳細には、本願発明の範囲内で当業者が理解し得る様々な
変更をすることができる。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本発明は、変調方式を伝送路の品質に合わせて選択して切り替える適応変調方式を用い
る無線通信装置の用途にも適用できる。

【図１】 【図２】

【図３】
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